慢性関節リウマチ患者に対するDMARD多剤併用療法の試み by 竹越 亨 et al.
一　196　一
東之大袖　51（2）：196～197，1993
第48回東京医科大学
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　　　　午後5：30～7：30
会場：東京医科大学病院
　　　　臨床講堂（本館6階）
世話人：血清学教室教授水口純一郎
　3．　B細胞抗原受容体を介した抗原提示に於けるチ
　　　ロシンキナーゼの役割
（血清学教室）　　　　下　邦明，水口純一郎
我々はヤギlgG特異的なT細胞クローンを作製し、　B
細胞抗原受容体を介する抗原提示にチロシンキナーゼ
（PTK）が関与しているか否かを阻害剤（ハービマイ
シンA，ゲニスティン）を用いて検討した。抗原提供能
はヤギ抗一1副または一IgD抗体でパルスしたBAL17
細胞（B細胞）をT細胞クローンと共に培養した後、イ
ノシトールリン脂質代謝を測定することによりT細胞活
性化を評価した。イノシトールリン脂質代謝充進で示さ
れるT細胞活性化は阻害剤によって著しく抑制された。
キャップ形成およびエンドサイトーシスはスライドグラ
ス上に固着させたB細胞をFITC標識抗一Ig蹴：体と反応さ
せた後、ACAS570の共焦点光学系（ピンホール0
．2μm）で細胞断面を観察した。単一細胞レベルで経時
的に観察すると、対照では30－45分でキャップ形成、そ
の後内部への取り込みを認めた。このキャップ形成も、
阻害剤によって濃度依存性に抑制された。これらの事実
は抗原受容体を介するキャップ形成、エンドサイトーシ
スおよび抗原提示には、タンパク質のチロシンリン酸化
が関与していることを示唆している。
　1．　感作状態下で作製した実験的肉芽組織に
おける細胞成分についての免疫組織学的解析
（病理学第一・）　西川純子、綿鍋維男、鈴木晟幹、
　　　　　　　　小島英明、嶋田裕之
〔目的〕感作状態下では非特異的な肉芽組織内に
も特異抗体が分布、proliferating　cell　nuclear
antigen（PCNA）陽性細胞が観察され、デルマタ
ン硫酸などの間質成分の分布にも違いが認められ
ることを報告した。今回は、肉芽組織構成細胞の
感作状態下での性状を知る目的で免疫組織学的検
索を行った。〔材料と方法〕ウシ血清アルブミン
（BSA）を吸着させたK一アラムをラットfoot　pad
に皮内注射、一方、背部皮内に抗原を含まぬ非特
異的アラム肉芽腫および異物型肉芽組織を作製し
た。感作21日目に各肉芽組織を採取し、ラットマ
クロファージ、Thy1、　B細胞、　TNFなどに対する
モノクローン抗体を用い、SAB法にて検索を行
った。　〔結果および考察〕感作群の異物型肉芽組
織では、線維形成は軽度で肉芽組織細胞は旺盛な
増殖性を示し、異物型巨細胞を含むこれらの細胞
の多くは抗マクロファージ抗体陽性、TNF陽性で
あった。以上より、非特異的肉芽組織でも、感作
状態下ではマクmファージがなんらかの免疫学的
影響を受け、増殖していることが示唆された。
4．慢性関節リウマチ患者に対するDMARD
　　多剤併用療法の試み
（内科学第三）竹越　亨　阿部守雄　山田荘太郎
　　　　　　稲富敏伸　北田浩一　坪井紀興
　　　　　　殿塚典彦林　徹伊藤久雄
目的：慢性関節リウマチ（RA）の薬物療法における疾患
修飾性薬剤（DHARD）の多剤併用療法の意義を検討
した。方法：当院および関連病院にて経過観察中
のRA患者25名（男性4名，女性21名，平均年齢56歳）
1：，　Methotrexate（MTX），Bucillamin（BU），　Gold
sodium　thiomalate（GST），Salazosulfapyridine
（SASP），Auranofin（AF），の5種類のDMARDを組み合
わせて使用した。有効性は，CRP，ランスパリー指数と患
者の印象を総合して判定した。結果：BUとMTXの併
用療法では10例中7例が有効であったが他の組み
台わせでは明かな傾向は認めなかった。有効例と
患者の臨床的背景（stage，年齢）にも有意な傾向
はなかった。考察：BUとMTXの併用のように有効な
症例も認めたが，施設問の患者背景などの条件が
不揃いで，統…したプロトコールでないことから，有効
性を論議するには更に検討が必要と考えられた。
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